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特集:電 子 ネ ッ トワー ク と市 民 社 会

特 集 「電 子 ネ ッ トワ ー ク と 市 民 社 会 」

関根 政美

 「電 子ネ ッ トワー クと市民社会」 という題で私が企 画 した シンポジウムを、2000年7月 の

三田社会学会大会にお いて実行させていただ いた。本特 集は、そ のときの報告者やコメ ンテー

ターの論文を集めた ものである。

 ところでその7月 のシンポジウムは、同年 の5月 に開館 した ばか りの東館 の6、7階 にあ

るシ ンポジウム ホール を利用できるということで企画 した もので ある。つ まり、東館は30億

円 もの金をか けて完成 したマルチ ・メデ ィア設備がびっ しり整った最新鋭の シンポジウムホー

ルをもって いたので、それを利用 して何 とかマルチ ・メディア時代 にふ さわ しいテーマでシン

ポジウムが企画できないかとの観点か ら生まれた ものである。

 と ころで、 「電子 ネ ッ トワーク」 とは聞 き慣れな い言葉で あるが、 これはイ ンターネ ッ トの

急速な利用者の増加によ り出来上が ったバーチャル ・コミュニテ ィの ことを指す。要す るに、

バーチ ャル ・コ ミュニティ、すなわち 「仮想 空間」 の ことを指すが、 この言葉 にはなん とな く

暗 い不健康なイ メージが付 きまとって いる とい うことか ら、電子ネ ッ トワー クという素 っ気無

い表現でかつ無機的な感 じのす る言葉のほ うがよいということか ら選 ばれた。 コミュニテ ィと

名付 けてあ るのは、イ ンターネ ッ トは これまでの通信手段 と違い即時的で双 方向的な コミュニ

ケー ションが可能であるため、 コミュニケー シ ョンの密度 と継続性 が高まる可能性が高 いこと

か ら、ネ ッ ト参加者の問にコミュニティ意識が生まれる ことが多いか らである。

 シンポジウムの企画の狙いには、三田社会学会のメ ンバ ーにはあま りこの方面の研 究を進 め

て いる人がいないか ら、少 しこの方面の研究 をす るよ うにけ しかけた いというもの もあった。

しか し、三田キャンパ スには この方面に強 い人はいないよ うだった ので、かつての私の社研の

勉強仲 間であった井下理教授 と熊坂賢治教授の ご両 人が藤沢 キャンパスにいた こと、そ して清

原慶 子教授が東京工科 大学メディア学部で教鞭 をとっていてイ ンターネ ッ トに強い とい うこと

で報告をお願 い し、メデ ィア ・コ ミュニケー ション研究所所長 をや っているとい うことか ら電

fネ ッ トワー ク研究 に片足突っ込 んでもが いて いる私を入れた4人 で報告 しよ うという ことに

な った。 もっと もこれでは同窓 会みた いなので、少 しシ ンポの客観性 と内容 を高めるため に、

駒 澤 大学 の川崎賢一一先生、東京 工業 大学の遠藤 薫先生に無理 をお願い してコメ ンテー ター とな

っていただ いた。

 私たちの報告 は、現在イ ンターネッ トの普及による電子ネ ッ トワークの拡 大にもかかわ らず、
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電子 ネッ トワー ク ・コミュニティの社会学的研 究成果がまだ少な いとい う状態 なのに、世間で

はマスコミを中心にイ ンターネ ッ トによるバーチ ャル ・コ ミュニテ ィは摩詞不思議 で不気味な

世界だとのイメージが強まって いる。それ は間違 いではないが一面的である との観点か ら、電

子ネ ッ トワー クの効用について論 じるとともに、電子ネ ッ トワークの研究 を促す方向でまとめ

ることに した。 しか し、マルチ ・メデ ィアの効 用ばか り述べて も聞き手 は呆れ返 るばか りだか

ら、バ ランスに注意 を払 うことに した。そ こで シンポジウムでは、私がイ ンター ネッ トの 日本

と世 界での普及状況 につ いて概観す るとともに、電子ネ ッ トワー クについての悲観的見方 と楽

観的 見方 を紹介 した後、井下教授は湘南藤沢キ ャンパスでのイ ンターネ ッ ト利用の功罪 を明 ら

かに して今後の検討課題 につ いて論 じ、熊坂教授 は社会意識研究 へのイ ンターネ ッ ト利用 の効

用 と研究成果 につ いて報告 し、イ ンターネ ッ ト利用 を積極的 にするよう訴 えた。清原教授 は高

齢者、障害者の政治参加 ・社 会参加 を促すためのイ ンターネ ッ ト利用 とバ リアフ リーの実際 と

今後の動き、そ して今後の問題や課題 について報告 した。

 報告 の後 、川崎 ・遠藤薫先生か らのコメン トを頂き、結果的 には電子ネ ッ トワークの効用 を

高め るために今 後なすべ きこと、また社会学研究 の必要性が確 認された.幸 いな ことにシンポ

ジウムは途中で フリーズす る ことな く終 了 した。 シンポ ジウムはメディア ・コム非常勤講 師の

酒井由希子先生や、熊坂先生の学生 さんの裏方 としての多大な献身があって成功 した ことを申

し添 えてお きたい。 リハーサルの時間 も10時 間以上に及んだよ うである。 ご苦労様。

 ところで、イ ンターネ ッ トを利 用 して いるの はさま ざまな調査 によ って明 らかにされて い

るように、若い人々である。 この結果 、かつて は研究調査 とい うものは中高年のお偉 い先生が

学 生を指導 して実施 して いくもの とい うのが 当た り前であ ったが、イ ンターネ ッ トの場 合はど

うもそ うは いかないよ うである。 もちろん研究 は従来の先行研究 の上に築かれて いくものであ

ろ うが、今度 ばか しは断絶が大 きいよ うに思 われる。ある意味では若い人々にはや りやすい研

究対象かも しれな い。独 自な方法や独 自な研究 成果を生みやす い分野か もしれ ないので、先生

の顔色をうかが うことなく果敢 に挑戦 してもらいたい。

 ところで、本特集は今紹介してきたシンポジウム参加者の中から私と清原先生の論文とコメ

ンテ_タ ーであ った川崎 ・遠藤先生の論文か らなって いる。 コメ ンテー ターのお二人はシ ンポ

ジウムの時 にもっと何かいいたそ うだ ったので執筆 をお願 いした ところ快 くお 引き受け くださ

った。井下 ・熊坂の両先生は都合 によ り執筆ができなか った ことか ら、本特集 はシンポ ジウム

での報告を元に した ものではない ことをお断 りしてお く。実際 熊坂報告を文字 にす るのは至

難 の業であろ う。それで も特集を電子 ネッ トワー クと市民社会 という題を維持 したのは、 この

問題につ いてさまざまな角度か ら論 じることができることを示 したかったか らである。

(せきね まさみ 慶鷹義塾大学法学部)
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